






















































































































































































































































































































































































































































































































































１ 水谷長志「MLA連携のために— 15 年の歳月を踏まえて—」水谷長志編『MLA
連携の現状・課題・将来』　勉誠出版　2010　p. 33
２ 前掲註１水谷編書所載付録「MLA連携関係年表 1980‒2009」pp. 247‒276












































































































し、このサービスは 2017 年春で開発はいったん終了し、その後は新たな 3Dモデ
リングソフトがリリースされている。
26 武田和哉「文化財資料のデジタルアーカイブ化について　—石刻資料・墓誌資
料などを中心に—」『「デジタルアーカイブ技術による契丹国の歴史考古言語資料
の復原的研究と集成」研究成果報告書』〔—平成 25～27 年度科学研究費（基盤研
究 ©・研究課題名「デジタルアーカイブ技術による契丹国の歴史考古言語資料の
復原的研究と集成」・課題番号 25370842）成果報告書２—〕大谷大学真宗総合研
究所　2016
 （大谷大学准教授　歴史学・考古学・人文情報学）
 〈キーワード〉MLA連携、デジタルアーカイブ、3Dプリンター
